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主主主主        題題題題：：：：神神神神のののの相続人相続人相続人相続人とされとされとされとされるるるる    

聖書箇所聖書箇所聖書箇所聖書箇所：：：：ローマローマローマローマ人人人人へのへのへのへの手紙手紙手紙手紙    ８８８８章章章章１７１７１７１７節節節節    
 

 今から約１００年程前、ジュリア・ジョンソンはこのような歌を書きました。｢恵み、恵み、神の恵み、 

恵み、それは罪を赦し心の内側から清めてくださる、恵み、恵み、神の恵み、恵み、それは我々のすべ

ての罪に勝るものである｣と。私たち信仰者は、彼女が言うように神の恵みによって救われた者です。神

の一方的な恵みによって神の子どもとされた者です。すでに私たちは、このローマ人への手紙８章１５

節から「子としてくださる」ということは「養子とされる」ことであると見て来ました。神によって養

子とされる、養子となるためには誰かがその行動を起こしてくれなければいけません。私たちの選択で

なされるものではありません。自分以外の人がその様に決めてその様な手続きを取る訳です。神の子と

されることは神の養子となることと同じことであって、すべてが神のみわざです。私たちが何かをした

からではなくて、神がその様に決心し、そして、そのみわざを成してくださったのです。私たちが喜び、

私たちが楽しんでいるこの罪の赦し、救いは神からの一方的な恵みです。ヨハネの福音書１：１２に「「「「しししし

かしかしかしかし、、、、このこのこのこの方方方方をををを受受受受けけけけ入入入入れたれたれたれた人人人人々、々、々、々、すなわちすなわちすなわちすなわち、、、、そのそのそのその名名名名をををを信信信信じたじたじたじた人人人人々々々々にはにはにはには、、、、神神神神のののの子子子子どもとされるどもとされるどもとされるどもとされる特権特権特権特権をおをおをおをお与与与与えになったえになったえになったえになった。。。。」」」」

とありますが、このみことばは私たちに、救いは実は神の恵みであることを教えています。というのは｢｢｢｢神神神神

のののの子子子子どもとされるどもとされるどもとされるどもとされる特権特権特権特権をおをおをおをお与与与与えになったえになったえになったえになった｣｣｣｣とあるからです。誰がその特権を与えるのですか？神ご自身です。

神ご自身が信じる者にその様なすばらしい特権を与えてくださる。では、その信じるという行為はいっ

たいどこから出て来るのでしょう？聖書が教えているのは、皆さんご存じのように、イエス・キリスト

を信じるという信仰、イエス・キリストの前に罪を悔い改めてイエスを信じるというこの信仰は神が下

さるものだということです。ですから、救いはすべて神の恵みなのです。 
 救いは永遠のさばきに値する罪人に与えられる一方的な主なる神の恵みです。私たちはどこから見て

も永遠のさばきを受けて当然の者です。私たちのうちを見て救いに値するものはありません。私たちが

あの人よりは少しマシだと比較してもみな罪人であることには変わりありません。私たちはすべて生ま

れながらに永遠のさばきを受けるに値する罪人だった。しかし、そのような私たちに神は一方的に救い

を与えてくださったのです。神の恵みです。パウロはそのことを私たちに教えるのです。そして、神の

恵みによって救われたあなたは、その救いを絶対に失うことがないと、それが８章からパウロが私たち

に教えてくれることです。私たち信仰者、神によって救われた者たちはこの救いを失うことなく、永遠

を神とともに過ごす、このような約束をいただいているのです。 

 そのすばらしい約束をしているパウロは、今日、見ようとしている１７節のみことばの中で、救われ

た私たちは神の子どもとされただけでなく、実は、神の前に私たちは相続人であると言います。１７節

を見てください。「「「「もしもしもしもし子子子子どもであるならどもであるならどもであるならどもであるなら、、、、相続人相続人相続人相続人でもありますでもありますでもありますでもあります。。。。私私私私たちがたちがたちがたちがキリストキリストキリストキリストとととと、、、、栄光栄光栄光栄光をともにをともにをともにをともに受受受受けるためけるためけるためけるため

にににに苦難苦難苦難苦難をともにしているならをともにしているならをともにしているならをともにしているなら、、、、私私私私たちはたちはたちはたちは神神神神のののの相続人相続人相続人相続人でありでありでありであり、、、、キリストキリストキリストキリストとのとのとのとの共同相続人共同相続人共同相続人共同相続人でありますでありますでありますであります。」。」。」。」、ここでパ

ウロが語ったことは、これまでに語って来たことのその流れに見事に沿っているものです。というのは、

神の子どもだからその神からいのちをいただいた、永遠のいのちをいただいていると、そのことは１３

－１４節で見ました。神の子どもだということは、前回見たように、その人のお父さんは神です。だか

ら、私たちは｢アバ、父。｣と呼ぶのです。１４－１５節で見ました。ゆえに、私たちはその父親から財

産を相続するのです。神の相続人なのです。そして、主イエス・キリストご自身も神の御子であるゆえ

に、私たちは彼との共同相続人であると、そのことを１７節で教えられているのです。救われた私たち

は相続人であると言います。どういう意味なのか、ごいっしょに見て行きましょう。 

☆☆☆☆相続相続相続相続についてについてについてについて    
Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．相続人相続人相続人相続人    

 ｢相続人｣とは、法律によればそれは「相続により被相続人の財産に属した一切の権利義務を包括的に

承継するものである」と言います。要するに、一般的には私たちは自分の親から遺産を受け継ぐのです。

この件に関して、私たちはいろいろな所でそのことを見ているし、ひょっとすると、この中でも多くの

皆さんが実際に経験なさったかもしれません。私たちがパウロが言わんとしていることを理解するため

に、前回見たバークレーが記した「養子の結果」についての記事を思い出してください。このような記

事がありました。その養子の結果として「その人は彼の新しい父親の財産の相続人となった。例え、他

の息子たちが後に生まれ真の血統関係があっとしても、それは彼の権利を侵すものではない。彼は彼ら

とともに共同相続者としての地位を確保したのだ。」と、パウロが１７節で言わんとしたことはまさにこ



 

のことです。私たちは養子としての権利をいただいた。その後に、その家族に子どもが生まれたとして

も、血のつながりがあってもなくてもその権利を有した者は、その子どもたちとともに財産の共同の相

続者となる、その様な地位を確保することができたということです。 

 パウロはこの１７節で、この相続人である私たち信仰者に対して、「相続」ということがどんなにすば

らしいものであり、それにはどのようなものが含まれているのか、それを説明しようとします。見て行

きましょう。 

Ｂ．Ｂ．Ｂ．Ｂ．神神神神のののの相続人相続人相続人相続人    

「相続人」ということは分かりました。別に詳しい説明は要りません。でも、パウロはそれで終わっ

たのではなくこのように言います。「「「「私私私私たちはたちはたちはたちは神神神神のののの相続人相続人相続人相続人でありでありでありであり」」」」と。確かに、この相続に関して、パウロ

自身様々な箇所で、あなたがたはこのようなものを相続しましたと教えています。例えば、ローマ４：

１３では、アブラハムへの約束が信仰者にも及んだということが記されていました。「「「「というのはというのはというのはというのは、、、、世界世界世界世界のののの

相続人相続人相続人相続人となるというとなるというとなるというとなるという約束約束約束約束がががが、、、、アブラハムアブラハムアブラハムアブラハムにににに、、、、あるいはまたあるいはまたあるいはまたあるいはまた、、、、そのそのそのその子孫子孫子孫子孫にににに与与与与えられたのはえられたのはえられたのはえられたのは、、、、律法律法律法律法によってではなくによってではなくによってではなくによってではなく、、、、

信仰信仰信仰信仰のののの義義義義によったからですによったからですによったからですによったからです。」。」。」。」。これはすでに学んだことですから詳しい説明はしませんが、「「「「世界世界世界世界のののの相続人相続人相続人相続人

ととととなるなるなるなる」」」」という約束が与えられたのはアブラハムに対してです。しかし同時に、信仰者である私たちもそ

の約束を共有する者になったとパウロは教えたのです。ですから、ガラテヤ３：２９では「「「「もしあなたがもしあなたがもしあなたがもしあなたが

たがたがたがたがキリストキリストキリストキリストのものであればのものであればのものであればのものであれば、、、、それによってそれによってそれによってそれによってアブラハムアブラハムアブラハムアブラハムのののの子孫子孫子孫子孫でありでありでありであり、、、、約束約束約束約束によるによるによるによる相続人相続人相続人相続人なのですなのですなのですなのです。」。」。」。」と書かれ

ています。救われているなら、あなたがたはアブラハムの子孫であり、このアブラハムに与えられた約

束は、実は、あなたがたも受け継いだことになるのだと言うのです。同じガラテヤ３：９にも「「「「そういうそういうそういうそういう

わけでわけでわけでわけで、、、、信仰信仰信仰信仰によるによるによるによる人人人人々々々々がががが、、、、信仰信仰信仰信仰のののの人人人人アブラハムアブラハムアブラハムアブラハムとともにとともにとともにとともに、、、、祝福祝福祝福祝福をををを受受受受けるのですけるのですけるのですけるのです。」。」。」。」とあります。 

その約束はどのような約束だったでしょう？大きく分けて三つありました。一つは「土地に対するも

の」でした。カナンの地を与えるというのです。ヨシヤが実際にこのアブラハムの子孫であるイスラエ

ルの民を連れて約束の地に入って行きます。二つ目は「子孫に関するもの」です。地のちりのようにな

る、また、天の星のように子孫が増え広がると。出エジプトのときにはイスラエルの民はその様に増え

広がりました。三つ目は「救世主に関する約束」でした。あなたの子孫、つまり、救世主によって地の

すべての国々は祝福を受けるようになるというのです。救世主とはメシヤ、救い主のことです。ガラテ

ヤ３：１６ではそれがだれであるのかパウロははっきりと教えています。「「「「ところでところでところでところで、、、、約束約束約束約束はははは、、、、アブラハムアブラハムアブラハムアブラハム

とそのひとりのとそのひとりのとそのひとりのとそのひとりの子孫子孫子孫子孫にににに告告告告げられましたげられましたげられましたげられました。。。。神神神神はははは「「「「子孫子孫子孫子孫たちにたちにたちにたちに」」」」とととと言言言言ってってってって、、、、多数多数多数多数をさすことはせずをさすことはせずをさすことはせずをさすことはせず、、、、ひとりをさしてひとりをさしてひとりをさしてひとりをさして、、、、

「「「「あなたのあなたのあなたのあなたの子孫子孫子孫子孫にににに」」」」とととと言言言言っておられますっておられますっておられますっておられます。。。。そのそのそのその方方方方ははははキリストキリストキリストキリストですですですです。」。」。」。」と。 
 ですから、アブラハムに約束されたすばらしい約束の中でもっともすばらしい約束は、土地が与えら

れたことよりも、子孫が与えられることよりも、「救い」なのです。アブラハムに約束された「「「「わたしはわたしはわたしはわたしは、、、、

わたしのわたしのわたしのわたしの契約契約契約契約をををを、、、、わたしとあなたとのわたしとあなたとのわたしとあなたとのわたしとあなたとの間間間間にににに、、、、そしてあなたのそしてあなたのそしてあなたのそしてあなたの後後後後のあなたののあなたののあなたののあなたの子孫子孫子孫子孫とのとのとのとの間間間間にににに、、、、代代代代々々々々にわたるにわたるにわたるにわたる永遠永遠永遠永遠のののの契約契約契約契約

としてとしてとしてとして立立立立てるてるてるてる。。。。わたしがあなたのわたしがあなたのわたしがあなたのわたしがあなたの神神神神、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの後後後後のののの子孫子孫子孫子孫のののの神神神神となるためであるとなるためであるとなるためであるとなるためである。」。」。」。」（創世記１７：７）の通りで

す。この約束を私たちが受け継いだと。つまり、アブラハムが信仰によって救いにあずかったように、

私たちも信仰によってこの救いにあずかるのです。アブラハムを通してすべての国民、異邦人も、信仰

によって義とされたアブラハムと同様に、救われる、その祝福があると言うのです。ですから、神はア

ブラハムに約束を与えられた、その約束の相続者として、その約束を信仰者である私たちにも与えてく

ださるということです。確かに、このことが分かります。 

しかし、今私たちが見ているのは、何かの約束をいただいたということではないのです。もう一度ロ

ーマ書に戻って、パウロは「私たちは神の相続人だ」と言うのです。アブラハムに与えられた約束の相

続人だと言っているのではありません。確かに、そのことも教えられているのですが、ここでパウロが

言っていることは、私たち信仰者は「神の相続人だ」ということです。だから、神の約束を相続したと

か、そのような約束が与えられたということではなくて、神ご自身を相続したということです。これは

新しいことをパウロが教えたのではありません。なぜなら、今まで私たちは、神ご自身と親しい交わり

を持つ関係に入れられたということを教えられて来たからです。私たち信仰者が覚えなければいけない

ことは、私たちは全能でありすべてを造られ治めておられるこの神とこんなにも密接な関係に入れられ

ているのです。私たちは神をいただいたのです。その祝福について、パウロはより詳しい説明をその後

に加えます。 

Ｃ．Ｃ．Ｃ．Ｃ．キリストキリストキリストキリストとのとのとのとの共同相続人共同相続人共同相続人共同相続人    

１７節の後半に「「「「キキキキリストリストリストリストとのとのとのとの共同相続人共同相続人共同相続人共同相続人でありますでありますでありますであります。」。」。」。」とあります。「「「「相続人相続人相続人相続人」」」」だと言ったパウロは、あ

なたは「「「「神神神神のののの相続人相続人相続人相続人」」」」であり、そして、今度は「「「「キリストキリストキリストキリストとのとのとのとの共同相続人共同相続人共同相続人共同相続人」」」」だと言うのです。つまり、パウ

ロはここで、イエス・キリストが相続するものを私たち信仰者もともに相続すると言うのです。だから、

｢｢｢｢共同相続人共同相続人共同相続人共同相続人｣｣｣｣なのです。二人以上の者が共同で遺産を相続する訳です。なぜ、このことが起こったのでし



 

ょう？パウロは繰り返し教えて来ました。それはイエス・キリストと一つにされたからです。思い出し

てください。ローマ６：３－４「「「「それともそれともそれともそれとも、、、、あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは知知知知らないのですからないのですからないのですからないのですか。。。。キリストキリストキリストキリスト・・・・イエスイエスイエスイエスにつくにつくにつくにつくバプテバプテバプテバプテ

スマスマスマスマをををを受受受受けたけたけたけた私私私私たちはみなたちはみなたちはみなたちはみな、、、、そのそのそのその死死死死にあずかるにあずかるにあずかるにあずかるバプテスマバプテスマバプテスマバプテスマをををを受受受受けたのではありませんかけたのではありませんかけたのではありませんかけたのではありませんか。。。。:4 :4 :4 :4 私私私私たちはたちはたちはたちは、、、、キリストキリストキリストキリスト

のののの死死死死にあずかるにあずかるにあずかるにあずかるバプテスマバプテスマバプテスマバプテスマによってによってによってによって、、、、キリストキリストキリストキリストとともにとともにとともにとともに葬葬葬葬られたのですられたのですられたのですられたのです。。。。それはそれはそれはそれは、、、、キリストキリストキリストキリストがががが御父御父御父御父のののの栄光栄光栄光栄光によってによってによってによって

死者死者死者死者のののの中中中中からよみがえられたようにからよみがえられたようにからよみがえられたようにからよみがえられたように、、、、私私私私たちもたちもたちもたちも、、、、いのちにあっていのちにあっていのちにあっていのちにあって新新新新しいしいしいしい歩歩歩歩みをするためですみをするためですみをするためですみをするためです。」。」。」。」、パウロがここ

で繰り返したことは、私たちはイエス・キリストと一つにされているということです。一つとされてい

るゆえにイエス・キリストが相続するものを私たちも相続すると言います。では、どのようなものを相

続するのでしょう？    

〇〇〇〇キリストキリストキリストキリストとととと共同共同共同共同でででで相続相続相続相続するものとはするものとはするものとはするものとは？？？？    

１１１１．．．．栄光栄光栄光栄光のののの共有共有共有共有    

 １７節には「「「「私私私私たちがたちがたちがたちがキリストキリストキリストキリストとととと、、、、栄光栄光栄光栄光をともにをともにをともにをともに受受受受けるためにけるためにけるためにけるために」」」」とあります。これがイエス・キリストが

お受けになるものです。イエスが祈りをなさったとき、ヨハネの福音書１７章に記されている箇所です

が、１７：２４「「「「父父父父よよよよ。。。。おおおお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。あなたがわたしにあなたがわたしにあなたがわたしにあなたがわたしに下下下下さったものをわたしのいるさったものをわたしのいるさったものをわたしのいるさったものをわたしのいる所所所所にわたしといっしょににわたしといっしょににわたしといっしょににわたしといっしょに

おらおらおらおらせてくださいせてくださいせてくださいせてください。。。。」」」」と地上のことではありません。「「「「ああああなたがわたしをなたがわたしをなたがわたしをなたがわたしを世世世世のののの始始始始まるまるまるまる前前前前からからからから愛愛愛愛しておられたたしておられたたしておられたたしておられたた

めにわたしにめにわたしにめにわたしにめにわたしに下下下下さったわたしのさったわたしのさったわたしのさったわたしの栄光栄光栄光栄光をををを、、、、彼彼彼彼らがらがらがらが見見見見るようになるためでするようになるためでするようになるためでするようになるためです。」。」。」。」、つまり、イエス・キリストのそ

の栄光の中に私たちが招き入れられるということです。それがどんなにすばらしいことなのか、実は、

このローマ８：１８－３０を見ると、この「栄光」ということをテーマにパウロは記しています。１８

節にはこのように書かれています。「「「「今今今今のののの時時時時のいろいろののいろいろののいろいろののいろいろの苦苦苦苦しみはしみはしみはしみは、、、、将来私将来私将来私将来私たちにたちにたちにたちに啓示啓示啓示啓示されようとしているされようとしているされようとしているされようとしている栄光栄光栄光栄光

にににに比比比比べればべればべればべれば、、、、取取取取るにるにるにるに足足足足りないものとりないものとりないものとりないものと私私私私はははは考考考考えますえますえますえます。。。。」」」」。３０節を見ると「「「「神神神神はあらかじめはあらかじめはあらかじめはあらかじめ定定定定めためためためた人人人人々々々々をさらにをさらにをさらにをさらに召召召召

しししし、、、、召召召召したしたしたした人人人人々々々々をさらにをさらにをさらにをさらに義義義義とととと認認認認めめめめ、、、、義義義義とととと認認認認めためためためた人人人人々々々々にはさらににはさらににはさらににはさらに栄光栄光栄光栄光をおをおをおをお与与与与えになりましたえになりましたえになりましたえになりました。」。」。」。」とあり、栄光のこ

とです。つまり、パウロは１８節から３０節に、私たち信仰者にはすばらしい約束があること、そして、

その約束を得るまで―これから見て行きますが―私たちの信仰生活は大変であること、でも、その大変

な中にあってあなたが勇気を失わないために、あなたが希望を持って歩み続けて行くために、どんなに

すばらしいご配慮が神によってなされているのか、パウロはそのことをこの箇所で教えているのです。

というのは、私たちはキリストとの共同相続人として、すばらしい栄光を相続しますがそれだけではな

いのです。 

２２２２．．．．苦難苦難苦難苦難のののの共有共有共有共有    

私たちが同時に相続するものは「苦難」です。苦しみです。パウロはそのことを言うのです。そのこ

とを教えて、そしてパウロは、大変な生活が待っているから、でも、その中にあってあなたが希望を失

わないように、このような神のご配慮があると教えて行こうとします。 

（（（（１１１１））））苦難苦難苦難苦難のののの現実現実現実現実    

パウロはこの１７節で、苦難が現実のものであること、信仰者には必ず苦難が伴うということを教え

ようとしています。１７節「「「「栄光栄光栄光栄光をともにをともにをともにをともに受受受受けるためにけるためにけるためにけるために」」」」と、その後に｢｢｢｢苦難苦難苦難苦難をともにしているならをともにしているならをともにしているならをともにしているなら｣｣｣｣とありま

す。私たちが覚えなければいけないことは、実は、この箇所に｢もしそれが真実なら｣という接続詞が付

いていることです。新改訳聖書では｢｢｢｢…………しているならしているならしているならしているなら｣｣｣｣と訳されていますが、この接続詞の意味は｢もしそれ

が真実なら｣です。いろいろな辞書を見ると、ただ「もし」と訳しているもの、「もしそれが真実なら」

と訳しているものがありますが、パウロは敢えてここでこの接続詞を使ったのです。この接続詞は新約

聖書の中に６回しか出て来ません。パウロは何のためにこのことばを使ったのでしょう？なぜ、私たち

がこのことにこだわるのかというと、それによってパウロが言いたいことがはっきりするからです。な

ぜ、｢もしそれが真実なら｣という接続詞をパウロがここで使ったのかという解説、説明をする前に、こ

の１７節のみことばの原語を直訳するとこのようになります。「今もし子どもであるなら、私たちは相続

人でもあります。神の相続人であり、キリストとの共同相続人でもあります。もし私たちがまた栄光を

ともに受けるために、私たちが彼と苦難をともにしているのが真実であるなら。」と、つまり、苦難をと

もにしているということは現実の問題だけではない。現実にそのような苦難を経験している人は相続人

でもある。言い換えるなら、神の子である、救われているということです。つまり、苦難というのは救

われているあなたに付きものであると言うのです。それが先ほど説明した通り、この接続詞をどのよう

に使っているかを見たときに分かることなのです。例えば、    

（ａ）ローマ３：３０「「「「神神神神がががが唯一唯一唯一唯一ならばそうですならばそうですならばそうですならばそうです。」。」。」。」、「「「「ならばならばならばならば」」」」とありますが、これは神が唯一であること

を疑っているのでしょうか？違います。「神が唯一だ」ということを強調しているのです。 
（ｂ）ローマ８：９「「「「けれどもけれどもけれどもけれども、、、、もしもしもしもし神神神神のののの御霊御霊御霊御霊があなたがたのうちにがあなたがたのうちにがあなたがたのうちにがあなたがたのうちに住住住住んでおられるならんでおられるならんでおられるならんでおられるなら、、、、…………」」」」、「「「「もしもしもしもし…………ならならならなら」」」」

と訳されています。これは住んでいるのか住んでいないのかよく分からないと言っているのではなく、

イエスを信じている人には確実に聖霊なる神が内住しているということを言っているのです。どちら



 

か分からないという意味でこの接続詞が使われているのではありません。あなたの内には聖霊が住ん

でいるということを明確にしているのです、 
（ｃ）Ⅰコリント１５：１５「「「「なぜならなぜならなぜならなぜなら、、、、もしもかりにもしもかりにもしもかりにもしもかりに、、、、死者死者死者死者のののの復活復活復活復活はないとしたらはないとしたらはないとしたらはないとしたら、、、、神神神神ははははキリストキリストキリストキリストをよみをよみをよみをよみがえがえがえがえ

らせなかったはずですがらせなかったはずですがらせなかったはずですがらせなかったはずですが、、、、…………」」」」、「「「「ももももしもかりにしもかりにしもかりにしもかりに、、、、」」」」とキリストの復活、また私たちの復活を疑っている

のでしょうか？イエスの復活は事実ではなかった？そのようなことを言っているのではないことは明

らかです。イエスは復活されたゆえに、私たちも復活すると言っているのです。    

 ですから、確かに、この接続詞は｢もしそれが事実ならば｣と訳せるのですが、それは事実を疑ってい

るのではなくて、逆に事実を強調しているのです。そうすると、私たちが今日のテキストであるこのロ

ーマ８：１７を見た時に、パウロが言っていることは「もし私たちがまた栄光をともに受けるために、

彼と苦難をともにしているのが事実であるならば、」です。つまり、イエスを信じているあなたは、イエ

スと苦難をともにしていることが事実だということを強調したのです。パウロは「信仰者であるあなた

には間違いなくいろいろな苦難が伴う。」と言っているのです。あなたは実はそれを相続したと言うので

す。Ⅱテモテ３：１２でパウロは「「「「確確確確かにかにかにかに、、、、キリストキリストキリストキリスト・・・・イエスイエスイエスイエスにあってにあってにあってにあって敬虔敬虔敬虔敬虔にににに生生生生きようときようときようときようと願願願願うううう者者者者はみなはみなはみなはみな、、、、迫害迫害迫害迫害

をををを受受受受けますけますけますけます。」。」。」。」と言っています。一生懸命キリストに従って行こうとすれば、あなたがイエスに喜ばれる

生き方をしようとすればするほど、世の人々はあなたを迫害すると言うのです。いろいろな問題が生じ

ると言うのです。イエスご自身がそうでした。大変な苦しみを受け大変な迫害をお受けになりました。

ですから、「「「「キリストキリストキリストキリストとのとのとのとの共同相続人共同相続人共同相続人共同相続人」」」」とは、彼の祝福だけでなく、彼が経験された困難も共有すると言っ

たのです。ヨハネの福音書１５：２０に「「「「しもべはそのしもべはそのしもべはそのしもべはその主人主人主人主人にまさるものではないにまさるものではないにまさるものではないにまさるものではない、、、、とわたしがあなたがたにとわたしがあなたがたにとわたしがあなたがたにとわたしがあなたがたに

言言言言ったことばをったことばをったことばをったことばを覚覚覚覚えておきなさいえておきなさいえておきなさいえておきなさい。。。。もしもしもしもし人人人人々々々々がわたしをがわたしをがわたしをがわたしを迫害迫害迫害迫害したならしたならしたならしたなら、、、、あなたがたをもあなたがたをもあなたがたをもあなたがたをも迫害迫害迫害迫害しますしますしますします。。。。…………」」」」とあり

ます。ですから、信仰者の皆さん、もしあなたがイエスを信じることによって問題のない生活を期待し

ていたとしたら、もうすでにその現実に気付かれていると思いますが、それとは全く違う生活があなた

には起こっているはずです。 

この社会の中にあって神に喜ばれる生き方をしようとすると絶対に摩擦が出て来ます。人々はあなた

を歓迎しないのです。なぜでしょう？パウロはコロサイ人への手紙の中でその答えを私たちに与えてく

れています。コロサイ１：２４にこのように教えています。「「「「ですからですからですからですから、、、、私私私私はははは、、、、あなたがたのためにあなたがたのためにあなたがたのためにあなたがたのために受受受受けるけるけるける苦苦苦苦

しみをしみをしみをしみを喜喜喜喜びとしていますびとしていますびとしていますびとしています。。。。そしてそしてそしてそして、、、、キリストキリストキリストキリストのからのからのからのからだのためにだのためにだのためにだのために、、、、私私私私のののの身身身身をもってをもってをもってをもって、、、、キリストキリストキリストキリストのののの苦苦苦苦しみのしみのしみのしみの欠欠欠欠けたとこけたとこけたとこけたとこ

ろをろをろをろを満満満満たしているのですたしているのですたしているのですたしているのです。。。。キリストキリストキリストキリストのからだとはのからだとはのからだとはのからだとは、、、、教会教会教会教会のことですのことですのことですのことです。」。」。」。」。ここから二つのことを覚えましょう。

一つは「「「「キキキキリストリストリストリストのののの苦苦苦苦しみのしみのしみのしみの欠欠欠欠けたところけたところけたところけたところ」」」」の意味であり、もう一つは「「「「満満満満たしているたしているたしているたしている」」」」ということです。 
（ａ）（ａ）（ａ）（ａ）「「「「キリストキリストキリストキリストのののの苦苦苦苦しみのしみのしみのしみの欠欠欠欠けたところけたところけたところけたところ」」」」    

皆さんご存じのように、これはイエスがなしてくださった十字架での救いのみわざが不完全だった、

だから、私たちがそのみわざを完成するためにお手伝いをしなければいけない、そういうことではない

ことは明らかです。イエス・キリストが十字架の上でなしてくださった救いのみわざは完璧でした。ど 

んな罪人でもイエスによって完全に罪赦されて救われるのです。完全なみわざでした。では、ここでパ

ウロが言わんとしていることは何でしょう？「「「「苦苦苦苦しみしみしみしみ」」」」とは何でしょう？１９世紀の神学者のライト・フ

ットが言うように、｢このことばは人生において、また働きにおいて、我々の主が耐えられた苦しみを表

わしている。｣と。イエスがこの地上にあって実際に経験なさった、また、実際に耐えられた苦しみを指

していると言うのです。救いのことではないのです。確かに、このことばは新約聖書の中において、決

してイエスの犠牲的死を表わすことばしては使われていません。ですから、イエスご自身がこの地上に

あって耐えられた様々な苦しみを表わしているのです。ということは、イエスが約３３年間の生活を通

して経験された様々な苦しみを、あなたも経験するということです。肉体的な様々な苦痛、様々な困難

や苦悩、また、人生の試練というものをあなた自身も経験するということです。人々はいろいろな機会

にイエス・キリストを苦しめ迫害しました。そして、イエスがいなくなった後もその迫害は終わらない

のです。人々があなたの内にイエス・キリストを見るなら、２０００年前と同じことを人々は為そうと

するのです。イエス・キリストを歓迎しない人々はあなたを歓迎しません。イエス・キリストを愛そう

としない者はあなたを愛することはありません。あなたの内にキリストが見えれば見えるほど、人々は

あなたに対して、人々がイエスに対してしたように、様々な苦しみへと追いやって行くのです。 

ですから、どの時代であろうと、どの国でも、人々がイエス・キリストに対して取った態度はこのよ

うであると見ることができます。信仰者の皆さん、あなたはこのように思っておられるかもしれません。

神に喜ばれるようにとこの社会で一生懸命生きようとしている、しかし、周りの人々はそれを感謝しな

いし喜びもしない、逆に、私のことを煙たいと言うと。あなたに対するいろいろな噂が立つかも知れま

せん。私たちが覚えることは、それは当然起こることだということです。イエスを苦しめた人々は、イ

エスと一つとなっている私たちを同じように苦しめるのです。もし、世の中が私たちを歓迎するなら、



 

ひょっとしたら彼らは私たちの内にキリストを見ていないのかも知れません。しかし、私たちが神の前

に正しく生きようとするなら、世の中は私たちを煙たがります。そうなるという約束を私たちはいただ

いたからです。私からこんなことを聞くと皆さんは「そんなものは要らない」と言われるかもしれませ

んが、実は、それがどんなに大きな祝福なのかを次回見て行きます。 

神のなさることはすべてにおいて最善です。「なぜ、私にこんな苦しみがあるのか？真面目に生きてい

るのに何でこんなに苦しむのか？正しいことをしているのになぜこのように誤解されるのか？」。イエス 

を見てください。イエスはすべてにおいて正しく完全だったのに、人々は何とかして偽りによって彼を

訴え捕らえ殺そうとしたのです。誤解されっぱなしでした。私たちはキリストとともにその様な苦しみ

をも共有する者となったのです。 

（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）｢｢｢｢満満満満たしていますたしていますたしていますたしています｣｣｣｣    

これは「お返し」と「満たす」ということばが合成して出来ていることばです。つまり、この地上に

イエスがおられた時、人々はイエスを攻撃しました。もちろん、イエスに従う者たちにもそうでした。

イエスは天に凱旋されたから、今度は残されている私たちの番です、あなたはその苦しみを経験すると

言うのです。なぜ、世の中が私たちを憎むのか、その理由を見て来ました。私たちがクリスチャンだか

らです。ヨハネの福音書１５：１８－１９でイエスはこのように言われました。「「「「もしもしもしもし世世世世があなたがたをがあなたがたをがあなたがたをがあなたがたを憎憎憎憎

むならむならむならむなら、、、、世世世世はあなたがたよりもわたしをはあなたがたよりもわたしをはあなたがたよりもわたしをはあなたがたよりもわたしを先先先先にににに憎憎憎憎んだことをんだことをんだことをんだことを知知知知っておきなさいっておきなさいっておきなさいっておきなさい。。。。:19 :19 :19 :19 もしあなたがたがこのもしあなたがたがこのもしあなたがたがこのもしあなたがたがこの世世世世のもののもののもののもの

であったならであったならであったならであったなら、、、、世世世世はははは自分自分自分自分のものをのものをのものをのものを愛愛愛愛したでしょうしたでしょうしたでしょうしたでしょう。。。。しかししかししかししかし、、、、あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは世世世世のものではなくのものではなくのものではなくのものではなく、、、、かえってわたしがかえってわたしがかえってわたしがかえってわたしが世世世世

からあなたがたをからあなたがたをからあなたがたをからあなたがたを選選選選びびびび出出出出したのですしたのですしたのですしたのです。。。。それでそれでそれでそれで世世世世はあなたがたをはあなたがたをはあなたがたをはあなたがたを憎憎憎憎むのですむのですむのですむのです。」。」。」。」と、私たちがこの世に属してい

る者なら、世は私たちを迫害することはありません。私たちはこの世のものでないのです。この世に属

していないのです。だから、人々は私たちを退け者にし、仲間はずれにするのです。煙たい存在だから

です。その事実を教えた後、パウロはこのように言います。 

（（（（２２２２））））苦難苦難苦難苦難にににに対対対対するするするする報報報報いいいい    

 ローマ８：１７をもう一度見てください。「「「「私私私私たちがたちがたちがたちがキリストキリストキリストキリストとととと、、、、栄光栄光栄光栄光をともにをともにをともにをともに受受受受けるためにけるためにけるためにけるために苦難苦難苦難苦難をともにをともにをともにをともに

しているならしているならしているならしているなら、」、」、」、」とあります。「栄光を受けるために」、確かに、私たちはこの地上で信仰者として神に対

して忠実に歩み続けようとするといろいろな苦しみがやって来ます。でも、それに対する神の報いがあ

ると、パウロはここでも教えているのです。｢｢｢｢栄光栄光栄光栄光をともにをともにをともにをともに受受受受けるためにけるためにけるためにけるために｣｣｣｣、確かに、その約束があることは

見て来ました。しかし、パウロがここで言っていることは、あなたはその苦難を通して栄光を受けるよ

うになるということです。どういう意味でしょう？ルカ２４：２６にこのように記されています。「「「「キリキリキリキリ

ストストストストはははは、、、、必必必必ずずずず、、、、そのようなそのようなそのようなそのような苦苦苦苦しみをしみをしみをしみを受受受受けてけてけてけて、、、、それからそれからそれからそれから、、、、彼彼彼彼のののの栄光栄光栄光栄光にはいるはずではなかったのですかにはいるはずではなかったのですかにはいるはずではなかったのですかにはいるはずではなかったのですか。」。」。」。」、イエ

ス・キリストは苦しみを経て栄光に入って行かれた、ということは、その主と一体であるあなたもいろ

いろな苦しみを経て栄光の中に入って行くのです。ですから、皆さん、より大きな祝福が与えられる人

は、苦難の中、妥協せずに忠実に歩み続けた信仰者なのです。確かに、私たちはこのような栄光の中に

招き入れられます。私たちはそこで神を誉め称えます。しかし、確かに、私たちが地上にあってどのよ

うに歩んだのか、そのことが天に行った時に明らかになり、違いが出るのです。私たちは天に行った時、

確かに、神を崇めます。しかし、私たちの地上の歩みが天でどの様に神を崇めるのかに関わっています。

ということは皆さん、イエスのことを思い出して、イエス・キリストはいろいろな苦しみの中で忠実に

完璧に父なる神のみこころに従われました。最高の栄誉を受けるのです。そして、私たちも彼と一つに

されているゆえに、地上においていろいろな摩擦を経験します。でも、その中で忠実に歩み続けて行く

なら、私たちも同じように神からすばらしいご褒美をいただくというのです。 

 なぜ、忠実であることが神によって祝されるのでしょう？思い出してください。｢よくやった、良い忠

実なしもべ｣と。神が私たちに望んでおられることは、私たちが人からどれ程の称賛を受けることをする

のかではなく、神のみことばに従い続けることです。それが神があなたに要求されていることです。そ

れを神は誉められるのです。それを神は喜ばれるのです。ですから、確かにパウロが言ったように、私

たちは地上にあっていろいろな苦しみを経験します。しかし、その中で私たちがしっかりと主を見上げ

て忠実に歩み続けて行くなら、それに対して神はすばらしい報いを与えてくださると言うのです。 

 この中にそのような困難を恐れて妥協している人はいませんか？この社会において、主に対して忠実

に歩み続けることは非常に難しいです。皆さんがおられる職場や学校はすべてが正しい訳ではないでし

ょう。ひょっとしたら、そこに何か不正があるかも知れません。そういうことに加担しないこと、また、

私たちはこのような全く神を恐れない社会に住んでいます。特に、私たちの国はそうです。神を恐れる

ことがない、神を敬おうともしない、そのような国に私たちが生きていて、その中で神を敬いながら、

神のみことばの優先順位に従って生きて行くことは大変なことです。ですから、いろいろな選択があり、

その中で私たちはときに妥協してしまうかもしれません。例えば、私たちは社会にあって仕事をすると



 

いう大きな責任がありますが、その中で神の言われるその優先順位に照らすと、間違いなく、神の次に

家族が来るはずです。しかし、この国は今「仕事が一番」と言います。信仰者であるあなたはどうしま

すか？「確かに、聖書はそう言っているけれども、現実の問題を考えるなら、私たちは仕事をしなけれ

ばいけない。」と言って私たちは妥協するのです。 

 先ほど、私たちが賛美した曲を思い出してください。｢進め、主イエスの兵士らよ！｣と、私たちはキ

リストの兵士であって、このキリストに喜んでいただくために生きているのです。私たちの地上におけ

る目的は好きなものを手に入れるためではありません。私たちを救ってくれた神に喜んでいただくため

に生きているのです。そうすると、私たちが考えなければいけないことは、確かに、世の中はそのよう

に要求する、社会は要求する、会社は要求する、しかし、その中で私たちの選択はどうなのかです。例

え、クビになったとしても彼らができることはそれだけです。しかし、私たちが主に従い続けて行くな

ら、主が養うだけでなく、主の前に立ったときに主がそのことを喜んでくださるのです。｢よい忠実なし

もべだ｣と言われるのです。私たちはどこかでそのことに目を閉ざしていませんか？仕方がないと思って

いませんか？今、私たちに必要なこと、これまでもこれからも必要なことは、その様な油断が私の中に

あったり、妥協を迫られる様々な所にあって、私たちがキリスト者として正しく生きて行こう、私たち

は妥協することなく神を信頼して神に従って行こうとし、そして、神のみわざを期待する、そのような

キリストの兵士であることです。あなたはそのような兵士ですか？ 

 信仰の勇者たちが過去に歩んで来た生き様はそうです。彼らはときにいのちを狙われました。キリス

トのためにいのちを落としました。しかし、彼らは喜んでそのようにしたのです。なぜなら、神に従う

ことが彼らのいのちだったからです。いのちそのものだったのです。神が喜んでくださる、それで良い

と。あなたの人生が終わりを迎えるときに、何をして来ていても神の前に「ごめんなさい」と、それで

終わりと思っていませんか？「どんな罪でも赦されるから、まぁ世の中で適当にやって、最後に神に謝

ればそれでいい。」と、これが神が喜ばれる忠実な生き方でしょうか？ 

パウロが私たちに教えていることは「あなたは神の相続人とされている。キリストとともに約束を相

続する、共同相続人だ。」ということです。確かに、すばらしい永遠が約束されています。しかし、私た

ちはこの地上にいていろいろな苦しみがある、頭を悩ますことがある、難しい問題がある、仕事を失っ

たらどうしよう…、でも、仕事を失うことよりも、神を悲しませることの方が私たちにとって嘆きであ

ることを覚えなければいけません。パウロが繰り返し教えていることは、「あなたはかつての生き方から

救い出されて、あなたは生まれ変わったのだ。あなたが生きているのは、これまでと同じ目的ではなく

て、神の栄光のために生きるのだ。」です。それを実践するには神の教えに従うしかないでしょう。 

 皆さん、よく覚えなければいけないことは、イエス・キリストが語った救いへの招きのメッセージ、

福音です。イエスは「天国に行きたいのならただわたしを信じなさい。」とそのようなメッセージを語っ

たのではなかった。マタイの福音書１６：２４－２５でこのように言われています。「「「「それからそれからそれからそれから、、、、イエスイエスイエスイエスはははは

弟子弟子弟子弟子たちにたちにたちにたちに言言言言われたわれたわれたわれた。「。「。「。「だれでもわたしについてだれでもわたしについてだれでもわたしについてだれでもわたしについて来来来来たいとたいとたいとたいと思思思思うならうならうならうなら、、、、自分自分自分自分をををを捨捨捨捨てててて、、、、自分自分自分自分のののの十字架十字架十字架十字架をををを負負負負いいいい、、、、そしてわそしてわそしてわそしてわ

たしについてたしについてたしについてたしについて来来来来なさいなさいなさいなさい。。。。:25 :25 :25 :25 いのちをいのちをいのちをいのちを救救救救おうとおうとおうとおうと思思思思うううう者者者者はそれをはそれをはそれをはそれを失失失失いいいい、、、、わたしのためにいのちをわたしのためにいのちをわたしのためにいのちをわたしのためにいのちを失失失失うううう者者者者はははは、、、、それをそれをそれをそれを見見見見

いだすのですいだすのですいだすのですいだすのです。」。」。」。」。天国に行きたいからただ何となく「信じます」などと言うのは、聖書の教える救いで

はありません。イエス・キリストが私たちに命じられたことは「あなたは自分を捨ててわたしについて

来なさい。」です。両親を敬わなくてもよいと言っているのではありません。子どもを愛さなくても良い

と言っているのではありません。でも、「両親よりも子どもよりもわたしを愛するか？」と言われるので

す。そして、信仰の勇者たちは｢はい、私は何ものよりもあなたを愛します。｣と言って、その決心は主

に従うという行動によって証明されたのです。 

 イエスがマタイ１３章で話された例えを思い出してください。岩地に蒔かれた種のことです。２０－

２１節「「「「またまたまたまた岩地岩地岩地岩地にににに蒔蒔蒔蒔かれるとはかれるとはかれるとはかれるとは、、、、みことばをみことばをみことばをみことばを聞聞聞聞くとくとくとくと、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに喜喜喜喜んでんでんでんで受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる人人人人のことですのことですのことですのことです。。。。:2:2:2:21 1 1 1 しかししかししかししかし、、、、自分自分自分自分

のうちにのうちにのうちにのうちに根根根根がないためがないためがないためがないため、、、、しばらくのしばらくのしばらくのしばらくの間間間間そうするだけでそうするだけでそうするだけでそうするだけで、、、、みことばのためにみことばのためにみことばのためにみことばのために困難困難困難困難やややや迫害迫害迫害迫害がががが起起起起こるとこるとこるとこると、、、、すぐにつまずいすぐにつまずいすぐにつまずいすぐにつまずい

てしまいますてしまいますてしまいますてしまいます。」。」。」。」、信仰者はその苦しみや問題や困難の中にあって、失敗するかも知れない、時には妥協

するかも知れない、でも、神に喜ばれたいとそのことに気付いたときに、そこから離れて神の前に正し

く歩んで行こうとする者たちです。しかし、イエスが言われたように、ある者たちは「「「「みみみみことばをことばをことばをことばを聞聞聞聞くとくとくとくと、、、、

すぐにすぐにすぐにすぐに喜喜喜喜んでんでんでんで受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる」」」」かも知れないけれど、いろいろな「「「「困難困難困難困難やややや迫害迫害迫害迫害がががが起起起起こるとこるとこるとこると、、、、すぐにつまずいてしますぐにつまずいてしますぐにつまずいてしますぐにつまずいてしま

いますいますいますいます。」。」。」。」、すぐにキリストを捨てて離れてしまうのです。つまり、この人たちは救われていないのです。

信仰者は神を見上げて、そして、神のために歩んで行こうとします。 
 １７節を見て「「「「私私私私たちがたちがたちがたちがキリストキリストキリストキリストとととと、、、、栄光栄光栄光栄光をともにをともにをともにをともに受受受受けるためにけるためにけるためにけるために苦難苦難苦難苦難をともにしているならをともにしているならをともにしているならをともにしているなら、」、」、」、」、お気付きに

なりましたか？私たちは一人で苦難を受けているのではないのです。神を敬わない会社の中で、正しい

価値観をもって、結果的に「明日から来なくいい」と言われるかも知れないけれど、それを恐れずに神



 

が喜ばれることを選択して行く、その信仰の歩みにおいてあなたは決して一人ぼっちではないと言うの

です。会社において学校においては一人ぼっちかも知れない、でも、あなたは一人ぼっちではないと言

うのです。見てください。「「「「私私私私たたたたちがちがちがちがキリストキリストキリストキリストとととと、、、、栄光栄光栄光栄光をともにをともにをともにをともに受受受受けるためにけるためにけるためにけるために苦難苦難苦難苦難をともにしているをともにしているをともにしているをともにしている」」」」のです。 
あなたのその苦しみは一人で味わっているのではないのです。だれかがともにいてくれるのです。誰で

すか？キリストです!主があなたとともにいてくださり、あなたに助けを与えてくれるのです。あなたに

励ましをくれるのです。神のご配慮の一環を見たのです。この後、パウロはそのことを続けて教えて行

きます。 

あなたが心配しなければいけないことは一つだけです。「わたしに対して忠実か？この世と妥協してい

ないか？」と、あなたの選択、歩みは神の前に喜ばれる忠実なものかどうか？です。それを考えなさい

と言われます。キリストがあなたとともにいてくださるのです。一人で苦しむのではありません。一人

で悩んでいるのではない、キリストがともにいてくださる。ここまで配慮をしてくださっている神は、

私たちがどれ程この方を信頼して忠実に歩み続ける歩みを期待しておられることでしょう。神はそのよ

うな歩みをあなたに期待しておられます。信仰者の皆さん、私たちは神からすばらしい祝福を相続しま

した。栄光です。しかし、様々な苦難もまた祝福なのです。苦難のその目的を私たちがしっかりと覚えるな

ら…。そのことについては次の機会に見て行きます。しっかりと主を見上げて忠実に歩み続けることです。 


